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研究成果の概要（和文）：本研究では，観光における重要な消費行動の一つである “飲食”に注目する．飲食
物のおいしさを喚起させる言語表現である“シズルワード”に着目し，従来提供されている単なる提供メニュー
の情報などにとどまらない細やかな味覚情報提供のため，“日本の食”に関する飲食物のおいしさ情報（シズル
情報）の提供手法を検討した．日本食の一つである“郷土料理”や“お土産”を対象とし，適切なおいしさの伝
達手法に関する分析を行った．

研究成果の概要（英文）：In this study, we focused on "food and drink," which is one of the important
 consumption behaviors in tourism. We examined "sizzle words," language expressions that evoke the 
deliciousness of food and drinks. Our aim was to explore methods for providing detailed taste 
information about "Japanese food" that goes beyond simple menu descriptions commonly provided. We 
specifically analyzed effective approaches for conveying the deliciousness of "local cuisine" and "
souvenirs," which are part of Japanese cuisine.

研究分野：ヒューマンコンピュータインタラクション

キーワード： 飲食情報　シズルワード　日本食　ソーシャルメディア
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義や社会的意義は，（1）日本の食を対象とし，（2）シズルワードに基づいて抽出したシズル
情報を，（3）適切な形で情報提供可能にしようとしている点にある．これまでにも，観光支援情報の一つとし
て飲食情報が扱われる場面はあったとはいえ，指向性の高い「おいしさ」に関する情報を提供する方法について
は，十分に検討されていない．本研究では，日本の食の中でも，観光分野において重要な飲食物の一つである“
郷土料理”および“お土産”を対象とし，おいしさに関連する表現に基づいて，多角的にデータ収集を行い，収
集媒体によるおいしさの違いなどの分析を試みる点に特色がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2017年には，国内観光／国際観光の拡大・充実，国際相互交流の推進を目標とし，旅行消費
額の増加や旅行者数の増加を掲げた「観光立国推進基本計画」が閣議決定されるなど，日本では
外国人旅行者の招致が活発化している．訪日外国人旅行者の招致には，観光地域・旅行内容の魅
力の向上，情報発信・商品造成等の訪日プロモーション，訪日外国人旅行者の受入環境整備が必
要であり，中でも情報発信や受入環境整備において，ICT は重要な役割を果たす．情報技術を
用いた旅行者支援の充実や環境整備は，喫緊の課題であるといえる． 
旅行者数を継続的に維持・増加させていくためには，旅行時の満足度を向上させ，口コミやリ
ピーターを確保することが不可欠である．旅行者の行動は，交通，宿泊，観光，飲食，買い物な
ど多岐にわたるが，中でも飲食は訪日時の楽しみの一大要素であり，観光庁の報告でもその重要
性の高さが伺える．そこで本研究では，訪日時の“飲食”の満足度向上に着目する． 
通常，飲食で満足感を得るには，個々人がそれぞれ“おいしい”と感じられるものが食べられ
たかに左右されるが，馴染みの少ない旅行先において，自分の好みに合う飲食店を選ぶのは，外
国人旅行者はもちろん，日本人であっても容易ではない．近年の Web 上のグルメサイトには，
運営者が公開している情報だけでなく，個々人の消費者の口コミなど，飲食店・飲食物などに関
する多様な情報が蓄積され，利用できるようになっている．しかし，（1）グルメサイトなどの口
コミ情報は，飲食店や地域（都市圏，地方など）によって，提供される情報量にばらつきがある，
（2）口コミなどは，主としてその地域に在住する人々が投稿するため，多角的な情報は必ずし
も蓄積されない，などの問題を抱えている．そのため，多種多様な飲食店や地域に対応した飲食
情報を，適切に提供する仕組みが必要とされている．  
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，旅行者が理解しやすい形で，日本各地の多様な飲食物の“おいしさ”に関す
る情報を提供する手法を構築することである．飲食物のおいしさを表す際，「ふわふわ」「ジュー
シー」「焼きたて」「新鮮な」のような言語表現を用いることがある．このような，人々に「おい
しそう」「食べたい」といった，飲食の欲求を喚起する言葉は「シズルワード」と呼ばれ，消費
者に向けて商品のアピールをするために商品パッケージなどで用いられたり，消費者自身が作
った食事や食べた料理のおいしさを伝える際に用いたりしている．オノマトペをはじめとする
このような表現方法の多様さは，日本語の豊かさを示すものである一方で，指向性が高く，万人
が共通して同じ印象を抱くとは限らない．そのため，おいしさの情報は，一意に定めることが難
しく，多角的な情報蓄積が求められる． 
そこで本研究では，観光における重要な消費行動の一つである “飲食”に注目し，飲食物の
おいしさを喚起させる言語表現である“シズルワード”に着目し，従来提供されている単なる提
供メニューの情報などにとどまらない細やかな味覚情報提供のため，“日本の食”に関する飲食
物のおいしさ情報（シズル情報）の提供手法を検討した．日本食の一つである“郷土料理”や“お
土産”を対象とし，適切なおいしさの伝達手法に関する分析を行う． 
 
 
３．研究の方法 
本研究は，特に“日本の食”を対象とし，飲食物のシズル情報を提供するための手法の確立を
目的とする．そこで，本研究ではまず，おいしさ表現の特徴を大規模に分析するために，分析用
のデータ収集を行う．日本の食，特に観光業において重要となる飲食物として，“郷土料理”お
よび“お土産”を対象に，Web テキストやマイクロブログデータから，おいしさ表現を含むテキ
ストを収集する．次に，収集したデータをもとに，それらに含まれるシズルワードなどの特徴分
析を行う．この分析では，シズルワードと共起する飲食物の同異点などについて分析する．また，
飲食物の特徴的シズル情報についての分析を行う．ここでは，収集媒体の違いなどに焦点を置い
た分析を行う．さらに，得られた結果をもとに，シズル情報をわかりやすくかつ簡便に提供する
手法を検討し，提案手法の評価実験を行うことにより，提案手法の効果を明らかにする． 
 
 
４．研究成果 
 日本における郷土料理およびお土産を対象とした分析を行うために，まず，分析対象とする郷
土料理とお土産について検討した．分析対象とする郷土料理については，研究代表者・研究分担
者の所属大学の所在都道府県である長野県・広島県の郷土料理とすることとし，複数の郷土料理
紹介サイトをもとに郷土料理の掲載数を調査し，上位および下位それぞれ 2つの料理ずつ，合計
4 種類の郷土料理を対象として用いることとした．また，お土産については，「全国五つ星の手
みやげ」に記載されている商品を食べたことがあるかを調査し，食べたことがない人が多かった
お土産の中から，以下の条件を満たすお土産 6種類を抽出し，用いることとした． 



 
・多様性を保つため，地方の偏りを少なくする 
・本研究の前提を保つため，類似商品が存在する 
・饅頭や煎餅など，同一ジャンルのお菓子を避ける 
・通販で購入可能である 
・消費期限が 7 日以上である 
 
次に，分析対象とした郷土料理・お土産に関する 4 種類のデータの収集・構築を行った．収
集・構築したデータは．（1）公式的な Web 上のテキストデータ，（2）Twitter データ，（3）画像
を介したおいしさの想像テキストデータ，（4）実食後の感想テキストデータの 4種類である． 
それぞれの収集方法を以下に示す． 
（1） 公式的な Web 上のテキストデータ 
郷土料理は，特定の店のみが提供しているものではなく，その地域に根付いた伝統的
な料理である．そこで， Web 上の郷土料理の紹介サイトを公式的な Web と見なすこと
とし，郷土料理紹介サイト上に郷土料理が掲載されている場合，その解説や紹介の内
容をテキストデータとして収集した． 
また，お土産については，製造している企業が存在するため，その商品を製造・販売
している企業が公開しているお土産商品の公式 Web ページを対象とし，その商品の紹
介に関するテキストデータを収集した． 

（2） Twitter データ 
TwitterAPI を用いて，テキストデータの収集を行った．収集の際には，各郷土料理名
もしくはお土産名を検索クエリとして用いている． 

（3） 画像を介したおいしさの想像テキストデータ 
料理や商品の画像を見た際に，画像からどのようなおいしさが想像可能かを分析する
ため，実験協力者へと画像を提示し，そこから想像した内容を記述してもらう実験を
行った．実験で提示する画像は，郷土料理については郷土料理の紹介サイトで用いら
れている画像を，お土産については公式 Web ページ中に掲載されている画像を用いる
こととした． 

（4） 実食者の感想テキストデータ 
郷土料理やお土産を食べたことのある人の感想をテキストデータとして構築した．お
土産については，分析対象としたお土産を実際に用意した上で，実験協力者にそのお
土産を食べてもらい，その感想を記述してもらった．郷土料理については，衛生的に
実際に食品を提供して食べてもらうということが難しいため，自己申告によりこれま
でに食べたことがあるかどうかを回答してもらい，食べたことがある場合に，その時
に感じた内容を記憶している範囲で記述してもらうこととした． 

 
収集・構築した各データの分析により，公式的なテキストデータとその他のデータには異なる
傾向があり得ること，また Twitter データの多様性が高いことなどを確認した． 
また，お土産などのシズル情報をユーザに提供するための手法についても検討を進めた．図 1
にシステム構成図を，図 2においしさ情報を提供する検索結果画面例を示す．お土産に関するシ
ズル情報としては，シズルワードや類似商品情報を提供することとし，レビューサイトおよび
Twitter から商品名をもとにテキストデータを収集し，類似商品や共起するシズルワードを抽出
し，ユーザへと提供する． 

 
図 1 お土産のおいしさ情報検索システム構成図 

 



 
図 2 お土産に関するおいしさ情報検索結果の画面例 
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